
技術開発センタープロジェクト平成１８年度研究実績報告書 

 
プロジェクトリーダー 
 機械系 
  助教授  井 原 郁 夫 

 
 

研究課題 
 

超音波を用いた製造プロセス制御・品質モニタリング技術の要素開発 

 
研究状況 

 
本プロジェクトでは主に超音波パルスエコー法を利用した苛酷環境・難計測場の非破壊モニタリ

ング技術を創出し、これを機械材料の液相・固相プロセスや高温プロセスに適用するための実用化

研究を行っている。本年度は高温・苛酷環境場の計測に資する要素技術の開発に主眼を置き、以下

の開発研究に取り組んだ： 
（１）バッファーロッドを用いた高温超音波センサーの開発および改良 
（２）物体内部の温度プロファイルの超音波モニタリング手法の創出 
（３）上記（２）の検証実験 
（４）ドライカプリング超音波計測の基礎的検討 
（５）レーザー超音波を用いた非接触モニタリングに関する基礎実験 
（６）広帯域空気結合超音波センサーによる材料表面トポグラフィの応用研究 
ここで創出・開発された先進要素技術を駆使することで革新的な知的生産システムの実現が期待さ

れる。 
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 今後の研 
 究計画 

 
次年度は、本年度の成果をさらに発展させ、それらを実用化レベルに近づけることを目標とする。

特に、温度勾配を有する高温材料の超音波温度モニタリングと、高温材料へのドライカプリング超

音波計測について深く検討し、その実用可能性と限界を明らかにする。また、本プロジェクトで開

発された要素技術の実機への適用・設置についても検討を進める。 

 


